
愛媛県立新居浜南高等学校人権だより 

               皆
みな

♡見
み

   No.２ 令和５年５月 10日 

   

新型コロナウイルス感染対策に努めた日々から、幾分行動しやすい日常へと変化しています。 

私たちは、感染対策に努める間に、偏見を生まない、差別をなくすためには、正しい知識を持つこ

とが大切さだと実感しました。これからの人権・同和教育の学びで、この経験を生かしていこう！ 

他者を思いやる気持ちに磨きをかけ、誰もが過ごしやすい南高を目指しましょう！ 

これから本格化する人権委員会の活動について紹介します。 

１ 委員会活動について 

（１）年間目標「皆 ♡ 見」 

（２）活動内容 

  ①「人権銀杏の木」～感謝の言の葉～ 

    感謝の言葉を書いた銀杏の葉を一人一枚書いてもらい、クラスで銀杏の木を作成します。 

  ②「エコ・キャップ運動」～行動で示せる思いやり運動～ 

    飲み物のペットボトルのキャップのみを回収します。 

    キャップのリサイクルにより、世界の子どもたちにワクチンを贈ることができます。 

     

    ＜昨年度の成果＞ 

    昨年度は、８０キログラム のキャップを届けることができました。 

個数にすると約３２，０００個、約６４人分のワクチンとなります。 

    家庭で集めたキャップを届けてくださることが増えました！ご協力ありがとうございます！ 

  ③「ピンクシャツデー」～いじめ反対運動～ 

    この運動は、2007年、カナダの学生２人から始まったいじめ反対運動です。 

    今年も文化祭で実施します。 

  ④「シトラスリボン運動」 

コロナ禍で生まれた差別、偏見をなくすための活動として、愛媛で始まりました。 

昨年度は、校外でのワークショップで活動を広めることができました。 

（３）現地研修会・・・毎年夏休みに市内県立学校合同で現地研修を行っています。 

           本年度は、８月２日（水）に香川県人権啓発センターで実施予定です。 

２ 毎月 11日は新居浜市の「人権のつどい日」です。〈５月 11日（木）19：30～21：00瀬戸会館〉 

  講演「子どもたちの取り巻く環境を考える～大人ができることは何か～」 

 講師（一社）えひめ権利擁護センター新居浜 代表理事 山本 豪 氏 

さっと、水洗いしてください。

い。 

飲み物のキャップのみ回収

します。 

他のものが混入しないようにしてください。 

お互いの心や行動を、また、自分の心や行動を見つめましょう！ 

様々な人権問題について皆で考え行動することを目標にします。 


